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皆
様
に
は
新
し
い
年
を
つ
つ
が
な
く
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
就
任
し
て
い
ま
し
た
副
議
長
職
も

就
任
期
間
が
終
了
し
、
7
月
に
退
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
2
年
間
、
大
変
重
い
任
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
皆
様
の
お
陰
で
大
過
な
く

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
職

務
を
通
じ
て
各
界
の
多
く
の
方
々
と
触
れ
合
う

こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、望
外
の
喜
び
で
あ
り
、

皆
様
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
退
任
後
の
第
3
回
定
例
道
議
会
で

は
、
お
よ
そ
2
年
半
ぶ
り
の
一
般
質
問
に
立
た

せ
て
い
た
だ
き
、
緊
張
の
中
に
も
道
政
運
営
に

対
す
る
鈴
木
知
事
の
見
解
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
派
内
で
は
、
役
員
室
に
席
を
移
し
一
議
員

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
若
い
執
行
部
の
相

談
役
と
し
て
の
お
手
伝
い
の
ほ
か
、
各
議
連
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
座
長
と
し
て
、
政
策
提
言
や
会

派
の
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
の
活
動
に
重
点
を

お
い
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
地
元
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

道
と
函
館
市
の
架
け
橋
の
役
目
を
果

た
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
今
年
は
、
鈴
木
知
事
1
期
目

総
仕
上
げ
の
1
年
と
な
る
こ
と
か

ら
、
2
月
末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
定

例
道
議
会
本
会
議
に
提
出
さ
れ
る
新

年
度
予
算
に
は
、
2
期
目
を
意
識
し

た
政
策
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
山
積
し

て
い
る
課
題
の
解
決
に
道
筋
を
付
け

る
こ
と
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
も
、
北
海
道
の
明
る
い
展

望
を
切
り
開
き
、
足
下
の
道
民
生
活

の
豊
か
さ
追
求
の
た
め
、
今
年
も
引

き
続
き
努
力
し
て
参
り
ま
す
こ
と
を

お
誓
い
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

北
海
道
議
会
議
員

�

　

高
　
橋
　
　
　
亨
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火
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
っ

て
、
各
般
の
自
粛
要
請
が
解

除
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
道
が

独
自
で
行
っ
て
き
た
特
別
支

援
金
等
の
支
出
が
抑
え
ら
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
小
幅
の
補

正
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

知
事
の
提
案
説
明
の
後

に
、
冒
頭
先
議
と
し
て
道
職

員
の
給
与
改
定
に
関
わ
り
、

今
月
支
給
の
ボ
ー
ナ
ス
か
ら

0
・
１
5
月
分
の
減
額
分
引

き
去
り
を
可
能
と
す
る
た
め

の
条
例
改
正
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
議
会
初
日
に
処
理

を
行
い
ま
し
た
。

　

我
が
会
派
の
代
表
格
質
問

で
は
、
こ
れ
ま
で
国
が
示
し

て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
わ
る
医
療
体

制
の
ス
テ
ー
ジ
分
類
が
変
更

に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
知

事
が
北
海
道
の
地
域
特
性
を

含
め
た
独
自
指
針
を
表
明
し

ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
対

し
、
我
が
会
派
は
以
前
同
様

の
単
な
る
目
安
で
あ
り
本
道

特
有
の
医
療
の
偏
在
や
対
策

⑵

レ
ワ
ー
ク
の
普
及
・
定
着
化

に
伴
う
通
信
機
器
の
導
入
や

運
用
に
要
す
る
経
費
と
し
て

「
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
加

速
化
事
業
費
」
約
1
億
8
千 

万
円
、
太
平
洋
沿
岸
の
赤
潮

に
よ
る
漁
業
被
害
調
査
の
実

施
分
と
し
て
「
漁
業
被
害
緊

急
調
査
事
業
費
」
約
2
千
7 

百
万
円
、
道
南
い
さ
り
び
鉄

道
の
運
行
赤
字
補
助
と
し
て

「
い
さ
り
び
鉄
道
経
営
安
定

化
補
助
金
」
約
1
億
3
千 

2
百
万
円
、
地
域
医
療
構
想

に
よ
る
病
床
削
減
実
施
医
療

機
関
へ
の
給
付
金
と
し
て

「
病
床
機
能
再
編
支
援
事
業

費
」
約
3
億
3
千
6
百
万
円

等
の
ほ
か
、
職
員
の
給
与
改

定
に
伴
う
減
額
補
正
と
し
て

約
42
億
円
、
財
政
調
整
基
金

積
立
金
と
し
て
約
48
億
円
な

ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
下

　

第
4
回
定
例
道
議
会
は
、

11
月
30
日
に
開
会
、
令
和
3

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

案
、「
北
海
道
太
平
洋
沿
岸

の
漁
業
被
害
に
関
す
る
意
見

書
」
な
ど
を
可
決
し
、
12
月

16
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

知
事
か
ら
開
会
冒
頭
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
は
じ
め
、
当
面
処
置
を

要
す
る
経
費
並
び
に
北
海
道

人
事
委
員
会
か
ら
報
告
の

あ
っ
た
道
職
員
の
給
与
改
定

に
伴
う
経
費
等
総
額
約
43
億 

2
千
万
円
の
補
正
予
算
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
首
都
圏
に
お
け

る
道
産
食
品
の
消
費
喚
起
策

と
し
て
「
道
外
販
路
確
保
対

策
事
業
費
」
約
1
億
円
、
事

業
協
同
組
合
や
商
店
街
振
興

組
合
が
行
う
地
元
消
費
喚
起

支
援
策
と
し
て
「
中
小
・
小

規
模
事
業
者
販
促
緊
急
支
援

事
業
費
」
約
5
千
万
円
、
テ

を
講
じ
る
地
域
の
範
囲
も
曖

昧
な
基
準
と
な
っ
て
お
り
、

道
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す

い
基
準
と
す
べ
き
と
質
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
原
油
価
格
高
騰
に

よ
る
道
民
生
活
へ
の
影
響
と

し
て
各
自
治
体
が
行
っ
て
い

る
福
祉
灯
油
へ
の
道
の
支
援

策
へ
の
考
え
方
、
さ
ら
に
本

道
経
済
へ
与
え
る
影
響
へ
の

認
識
と
対
策
に
つ
い
て
道
の

対
応
を
質
問
、知
事
か
ら
は
、

福
祉
灯
油
へ
の
支
援
と
し

て
、
各
自
治
体
に
支
援
金
を

拠
出
す
る
考
え
が
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
経
済
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
認
識
は
す
る
も
の

の
国
の
動
向
を
注
視
す
る

等
、
消
極
的
な
対
応
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

中
・
高
生
の
中
で
、
家
事

や
介
護
な
ど
家
族
の
世
話
に

時
間
が
取
ら
れ
、
家
庭
学
習

や
課
外
授
業
な
ど
に
支
障
を

来
し
て
い
る
生
徒
達
が
お

り
、
こ
れ
ら
を
『
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
』と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

本
道
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
実
態
を
道
が
調
査
し
た
結

果
、
中
学
生
で
3
・
9
％
、

全
日
制
高
校
生
で
3
・
0
％
、

定
時
制
高
校
生
で
4
・
5
％

の
生
徒
が
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

で
あ
る
事
が
判
り
、
そ
の
中

で
、
世
話
が
ほ
ぼ
毎
日
と
回

答
し
た
の
は
中
学
生
で
57
・
３ 

％
、全
日
制
高
校
生
で
46
・
４ 

％
、
定
時
制
高
校
生
で
37
・ 

５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
は
、
若
く
し
て
家
族
介

護
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
や
、
年
代
に
関
係
な
く
家

族
介
護
を
行
っ
て
い
る
方
々

を
支
援
す
る
た
め
に
、
令
和

４
年
４
月
施
行
を
目
指
し

て
、『（
仮
称
）
北
海
道
ケ
ア

ラ
ー
支
援
条
例
』
の
制
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

第
４
回
定
例
道
議
会
報
告

北
海
道
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例

北
海
道
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
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厚
労
省
が
19
年
９
月
に
、

高
度
急
性
期
、
急
性
期
の
病

床
を
持
つ
全
国
の
公
立
・
公

的
病
院
１
４
５
５
病
院
の
う

ち
道
内
の
54
病
院
を
含
む

４
４
０
カ
所
を
指
定
し
、
入

院
数
、
手
術
数
、
外
来
数
の

他
、
経
営
状
況
な
ど
を
当
該

病
院
自
ら
が
勘
案
し
て
、

ベ
ッ
ド
数
の
削
減
や
診
療
科

目
の
見
直
し
な
ど
の
他
、
地

域
に
重
複
す
る
診
療
科
目
の

再
編
、
更
に
他
病
院
と
の
統

合
な
ど
を
積
極
的
に
促
す
事

を
求
め
ま
し
た
。

　

そ
の
対
象
と
な
る
の
は
、

＜

▽
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
卒

中
、
救
急
、
小
児
、
周
産

期
、
へ
き
地
、
災
害
、
研

修
・
派
遣
機
能
の
９
領
域

で
診
療
実
績
が
「
特
に
少

な
い
と
さ
れ
る
場
合
」。

　

▽
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
出

血
、
救
急
、
小
児
、
周
産

期
の
６
領
域
で
「
類
似
か

つ
近
接
し
て
い
る
」な
ど
、

「
代
替
え
可
能
性
あ
り
」

と
判
断
さ
れ
た
病
院
を
対

象
に
、
機
能
分
化
、
他
の

医
療
機
関
へ
の
機
能
統
合

や
再
編
統
合
、
ダ
ウ
ン
サ

イ
ジ
ン
グ
（
機
能
・
組
織

の
縮
小
）
等
の
協
議
を
促

す
。＞

と
す
る
見
解
を
出
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
般
の
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
公
立
・
公
的
病

院
の
果
た
す
役
割
を
考
慮
し

て
、
協
議
の
時
期
に
つ
い
て

は
再
検
討
す
る
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
21
年
度
も
こ
の
方

針
を
先
送
り
す
る
事
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

北
海
道
は
広
域
分
散
・
積

雪
寒
冷
型
と
い
う
地
域
特
性

を
持
っ
て
い
ま
す
。
故
に
民

間
病
院
で
は
採
算
が
難
し
い

地
域
で
あ
っ
て
も
そ
こ
に
暮

北海道ケアラー支援条例（仮称）素案の概要
Ｉ　総則

ＩＩ　基本的施策

病
床
機
能
再
編
と
い
う
名
の

　
　
　
　
　
　
　
病
床
削
減
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写真で見る主な活動 ※詳しい活動報告はホームページに掲載しています。

南
茅
部
定
置
網
漁
の
調
査

�

（
₁₀
／
₁₇
）　

八
雲
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
教
育
視
察

�

（
₁₁
／
₂₆
）

党
・
会
派
の
市
長
要
請
（
₁₀
／
₁₄
）
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
つ
い
て
ハ
イ
ヤ
ー
協

会
へ
の
聞
き
取
り
調
査�

（
₁₁
／
₂₂
）

第４回定例会で採択された決議・意見書
〇北海道太平洋沿岸の漁業被害に関する意見書
〇私立専修学校等における専門的職業人材の育成機能の強化等を求める
意見書

〇シルバー人材センターに対する支援を求める意見書
〇地域における医療提供体制への十分な支援を求める意見書
〇燃油価格安定を求める意見書

高橋とおるホームページ

　私、高橋とおるが活動
の中で感じる国政や道政
等に関する想いを随時掲
載しています。是非ご覧
下さい。

http://www.t-tooru.com/

ら
す
道
民
の
医
療
と
保
健
を

担
う
と
い
う
何
物
に
も
代
え

難
い
安
心
を
提
供
す
る
機
関

と
し
て
公
立
・
公
的
病
院
が

存
立
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
も
自
治
体
の
首
長
の

一
番
大
事
な
仕
事
は
、
医
師

の
確
保
イ
コ
ー
ル
医
療
の
確

保
で
あ
り
、
ま
た
、
住
民
・

患
者
の
立
場
に
立
っ
て
切
れ

目
の
な
い
医
療
の
た
め
、
北

海
道
は
５
疾
病
（
が
ん
、
脳

卒
中
、
心
疾
患
、
糖
尿
病
、

精
神
疾
患
）
と
地
域
医
療
の

確
保
に
と
っ
て
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
５
事
業
（
救

急
医
療
、
災
害
医
療
、
へ
き

地
医
療
、
周
産
期
医
療
、
小

児
医
療
）、さ
ら
に
在
宅
医
療

な
ど
の
連
携
を
図
り
医
療
の

地
域
偏
在
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
の
「
北
海
道
地
域
医
療
連

携
構
想
」
と
「
地
域
医
療
計

画
」
を
策
定
し
、
そ
の
推
進

に
努
力
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
医

療
機
関
は
、
そ
の
使
命
を
全

う
す
る
た
め
に
日
々
努
力
を

重
ね
て
い
ま
す
し
、
地
域
医

療
は
採
算
性
の
み
で
、
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
さ
れ
た
り
再

編
・
統
合
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府

は
、
採
算
性
に
よ
る
統
廃
合

で
は
な
く
、
国
民
の
安
心
の

た
め
の
医
療
過
疎
地
域
の
解

消
と
、
更
な
る
医
師
の
充
足

に
軸
足
を
置
く
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
政
府
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
公
立
・
公
的
病
院
の

果
た
す
役
目
の
大
切
さ
を
目

の
当
た
り
に
し
て
も
な
お

ベ
ッ
ド
数
５
万
床
削
減
の
方

針
を
変
え
ず
、
今
年
度
も
高

度
急
性
期
機
能
、
急
性
期
機

能
、
慢
性
期
機
能
の
３
区
分

の
病
床
を
削
減
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
函
館
市
を
含
む
南

渡
島
二
次
医
療
圏
の
病
床
削

減
数
は
、＜

急
性
期

：

Ａ
病

院
₄₁
床
、
Ｂ
病
院
₃₀
床
、
慢

性
期

：

Ｃ
病
院
₃₆
床
（
全
て

市
内
の
病
院
）＞

と
な
っ
て

い
ま
す
。


